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新潟市北区郷土博物館 令和３年度事業計画と経過報告     

１ 展示事業  

(１) 常設展示   「阿賀北の大地と人々のくらし」（考古・歴史・民俗・芸術（書）） 

(２) 企画展及び関連事業 

① 常設展拡大企画 昭和のくらし展 昔の子どもたちの日々（前年度から継続） 実施済 

常設展示の一つのテーマを掘り下げて展示する企画展。小学校３年生社会科「かわる道具 

とくらし」の授業内容とも連携させることができる企画として、平成28（2016）年度より開

催。シリーズ５回目のテーマは < 昔の子どもたちの日々 >。学校で使われていた教科書や

備品、手作りの遊び道具などのほか、家の“働き手”として子どもたちも使った道具を展示

し、生活の苦労の中にあった数々の工夫や楽しみを紹介した。 

・会 期  Ｒ３．１/５（火）～５/１６（日） 

・入館者数 ２,４９４人 

・会 場  ホール 

・展示点数 ９９点（内訳 民俗資料６７点（参考資料２点含む）、写真２７点、イラスト５点） 

・展示構成  

  まなぶ（ 学校でまなぶ・家でまなぶ ）、はたらく、あそぶ 

  体験コーナー（会期中随時） 

   〇ひみつ基地で遊ぼう（昔の遊び） 

   〇天びん棒を担いでみよう 

・展示解説会 

実施日・参加者数・講師 ４/１０（土）・４人 ４/２４（土）・１４人 曽部珠世（両日） 

② 美術企画展「本の読みかた、愛しかた」 実施済 

 知の宇宙ともいうべき百科全書。「読める本」の限界に挑戦した「豆本」。実用から逸脱し

た愛蔵のための極小本や工芸的な私刊本。「本とは何か」をさまざまに表現してみせる美術

作品。文字を「読む」のではなく、「見ること」を求める折帖（おりじょう）。本とは「読む

もの」「読まねばならないもの」という常識を覆す本の奥深さを紹介した。 

 ・会  期   ６/５（土）～７/１１（日） 

 ・入館者数   ７５５人 

 ・会  場   ホール 

 ・出品作家（予定）※太字は、当館所蔵作品・資料を出品 

池田純夫、上田桑鳩、笠井千鶴、佐藤公平、長沢明、深井隆、舟見倹二 

   他に、高橋友太郎が企画・発刊した私刊本、弦巻松蔭旧蔵の豆本

・作品鑑賞会 

実施日・参加者数・講師   ６/２０（日）・１０人 ７/４（日）・１５人 神田直子（両日） 
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③ 第２４回 松蔭賞書道展 実施中 

郷土出身の書家 弦巻松蔭にちなみ、書に親しむ機会づくりの一環として市内の児童・生

徒から課題作品を公募して開催した。応募点数は2,273点で、入選・入賞作品238点を展示。

また、新型コロナ感染症対策のため、一日に3回、部門別に表彰式を開催した。 

・主 催  新潟市北区 

・会 期  ７/２４（土）～８/２９（日） 

・入館者数 ２２３人（７/３１現在） 

・会 場  ホール、集会室 

・対 象  新潟市内の小学校３年生～中学生 

・審査員（五十音順） 伊豆名皓美 氏（にいがた文化の記憶館 学芸員） 

             岡村 鉄琴 氏（新潟大学教育学部 教授） 

佐藤 奎玉 氏（書家・新潟県書道協会参事） 

 和泉 哲章  （新潟市立白南中学校 校長）  

・応募校等  北区内  … 小学校１０校    ・学年別応募数内訳（点） 

中学校 ５校 

       市内他区… 小学校 ３校 

中学校 ６校 

       書道教室… １０校 

        個人応募… １１人  

・入賞者数  ２３８人 

松蔭賞  7人  （各学年１人）   優秀賞  21人  （各学年3人） 

特 選  70人 （各学年10人）  佳 作  140人 （各学年20人） 

④ 第１４回 新潟市北区こども科学展  

 新潟市北区の小･中学校児童・生徒が、夏休みに取り組んだ創意工夫、探究心にあふれる

作品を「模型」「標本」「発明工夫」「観察・実験」の４部門で公募し、発表・展示する。 

 ・主  催     新潟市北区 

 ・会  期     ９/１８（土）～１０/１０（日） 

 ・会  場     ホール、集会室 

⑤ 美術企画展「 眼と手のあいだ－４人の作家がみつめた風景」 

 風景画に取り組んできた池田則美（1955- ）、齋藤満栄(1948- )、鶴巻加代(1946- )、西

村満(1935- )という新潟市北区にゆかりのある４人の画家が描き出した世界を通して、画家

のまなざしと創造の秘密を探る。 

 ・会  期     １１/１３（土）～１２/１２（日） 

 ・会場（予定） ホール 

 ※ ( )内は教室・個人

小３ 395（ 49）

小４ 577（ 46）

小５ 419（ 56）

小６ 408（ 62）

中１ 277（ 24）

中２ 95（ 21）

中３  102（ 25）

合計 2,273（283) 
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・出品作家 ※太字は、当館所蔵作品を出品 

   池田則美、齋藤満栄、鶴巻加代、西村満 

 ・作品鑑賞会（予定） 

実施日・講師 １１/２１（日）、１１/２８（日） 神田直子、齋藤加奈 

⑥ 常設展拡大企画 昭和のくらし展－日々をいろどる「食」の風景－（仮称） 

昭和の時代に使われていた昔の道具を展示し、その暮らしを紹介する「昭和のくらし展」

シリーズの第６回展。今回は、さまざまな食事のシーンを、食事をする「場所」に焦点をあ

てて紹介する。 

 ・会  期   Ｒ４．１/４（火）～５/８（日） 

 ・会場（予定） ホール 

２ 教育普及事業（講演会・講座・教室・講師派遣・レファレンス等） 

(１) 第３０回 博物館まつり 

１１/３（水･祝）に開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。 

(２) 琵琶コンサート（仮称） 

新潟県文化祭2021（主催 新潟県）の一環の出前コンサート事業に参加し、博物館におい

て古典芸能を鑑賞するミニコンサートを開催する。琵琶の演奏と琵琶に関するトークを予定。 

 ・期 日  １０/２４（日） １日に２回開催 

 ・参加者数 各回２０人（定員） 

 ・出演者  琴游舟（薩摩琵琶演奏グループ） 

 ・会 場  ホール 

(３) 講師派遣 

① 講座「クイズで学ぼう 福島潟の新田開発」 実施済 

・主 催  新潟市豊栄地区公民館 

・事業名  ご近所だんぎ 

・期 日  ５/１３（木） 

・講 師  曽部珠世（講師派遣） 

・参加者数 ２０人 

・会 場  新潟市豊栄地区公民館 

② 講座 「クイズで学ぼう 福島潟の新田開発」実施済 

・主 催  サロン秋葉会 

 ・期 日  ６/２４（木） 

 ・講 師  曽部珠世（講師派遣） 

 ・参加者数 ２０人 

 ・会 場  川西住良公民館 
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③ 民具学会公開研究会での報告「常設展示「福島潟と人々のくらし」から４０周年 福島潟 

の民俗資料の収集と活用をふり返る（仮）」」 

・主 催  新潟県民具学会 

・期 日  １１/７（日） 

・講 師  曽部珠世（講師派遣） 

 ・参加者数 ８０人（予定） 

 ・会 場  新潟市歴史博物館 

④ 名誉館長事業「遠藤麻理と福島潟の妖怪たち」での報告（福島潟のお福伝説、水害について） 

・主 催  水の駅「ビュー福島潟」 

・期 日  １１/１４（日） 

・講 師  曽部珠世（講師派遣） 

・参加者数 ７０人（予定） 

・会 場  水の駅「ビュー福島潟」 

⑤ 講座「現代美術への招待（３）」 

・主 催  とよさか中高年教養大学 

・期 日  １２/１１（土） 

・講 師  神田直子（講師派遣） 

・参加者数 ３０～４０人（予定） 

・会 場  新潟市豊栄地区公民館 

⑥ 講座「美術の物語」 

・主 催  とよさか中高年教養大学 

・期 日  Ｒ４.２/１２（土） 

・講 師  神田直子（講師派遣） 

・参加者数 ３０～４０人（予定） 

・会 場  新潟市豊栄地区公民館 

(４) 他館への協力 

① 他館主催見学会での展示説明 実施済 

・主 催  新潟県立歴史博物館 

・事業名  県立歴史博物館講座「地域の資料館へ行って 生活用具をウォッチング」 

・期 日  ６/２６（土） 

・講 師  曽部珠世 

・参加者数 ８人 

(５) レファレンス 

・市民の郷土史学習サポート、資料調査協力、歴史資料や郷土史関連図書の閲覧対応 

・他の博物館や大学など研究機関への協力 
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(６) 刊行物販売 

３ ふるさと学習 

学校や地域などと連携し、資料の紹介や展示見学の利用を図る。 

(１) 学校教育の一環としての利用 

② 新潟市立豊栄南小学校２年生 生活科の授業のためのインタビュー映像撮影対応 実施済 

 ・期 日  ８/６（金） 

 ・講 師  齋藤加奈 

 ・参加者数 １人（担任教諭） 

 ・会 場  常設展示室、ホール 

① 新潟市立太夫浜小学校３年生課外学習（予定） 

・期 日  ９/９（木） 

 ・講 師  曽部珠世、齋藤加奈、市民ガイド数人 

 ・参加者数 ３５人（予定） 

 ・会 場  ホール、常設展示室（予定） 

(２) 一般の地域学習の場としての利用 

① 郷土・新潟を元気にする会「幕末・明治の北区の教育者 曽我簡堂」 実施済 

 ・期 日  ４/３（土） 

 ・講 師  曽部珠世 

 ・参加者数 ３７人 

 ・会 場  常設展示室、集会室 

４ 市民ガイド（常設展示ボランティアガイド）の活動 

市民ガイド研修（スキルアップ研修、情報共有・情報交換）の実施、来館者対応について

の調整の事務等。 

(１) 活動実績（４月～８月） 

 個人や団体の見学者に対し、常設展示を中心としたガイドを行うもの。 

 ・一般団体見学対応  １回（見学者７２人（寺尾上町自治会育成部）、市民ガイド３人） 

・個人見学対応    １回（見学者 ２人、市民ガイド１人） 

 ・学校見学対応    実績なし 

(２) 市民ガイド研修 

 市民ガイドのスキルアップと情報共有を図る目的で行う。 



- 6 - 

 ①当館企画展関連研修と情報交換 実施済 

「昭和のくらし展 昔の子どもたちの日々」での研修（担当 曽部）と、令和２年度の活動 

実績報告、コロナ禍での令和３年度の活動について等の意見交換（担当 齋藤）を行った。 

・実 施 日  ４/２４（土） 

・研修場所  北区郷土博物館 

・参加者数  市民ガイド７人 

・担  当  曽部珠世、齋藤加奈 

②当館企画展関連研修と情報交換 実施済 

「美術企画展 本の読みかた、愛しかた」での研修（担当 神田）と、８月以降の活動の確 

認、コロナ禍でのガイド方法の再確認と意見交換（担当 齋藤）を行った。 

 ・実 施 日  ７/１１（日） 

 ・研修場所  北区郷土博物館 

・参加者数  市民ガイド４人 

・担  当  神田直子、齋藤加奈 

５ 博物館実習、職場体験等の受け入れ  

①博物館学芸員課程履修の実習生の受け入れ 

 ・実習期間 ８/２８（土）～９/４（土）のうち７日間 

 ・実習生  ３人（新潟大学） 

６ 郷土資料収蔵庫・横井の丘ふるさと資料館の管理 

・環境整備 ・虫の侵入防止 ・空調管理（郷土資料収蔵庫のみ） 

※ 横井の丘ふるさと資料館については別紙を参照。 

７ 所蔵資料（指定文化財含む）の保管・整理 

・くん蒸処理（各分野の所蔵資料・新収蔵資料等） １０/４（月）～１０/８（金）（予定） 

・歴史資料の整理作業（目録化等） 

・民俗資料の整理作業（台帳化、郷土資料収蔵庫配架等） 

・美術作品の整理作業（台帳整理等） 

・外部依頼の整理作業（歴史資料目録のデータ入力等） 
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８ 所蔵資料の貸出と写真等の使用の許可の記録 

（個人への貸出等は除く）

許可日 資料名 目的 貸出・許

可先 

3/13 

※貸出期間は 

4/1～R4.3/31

※H23.4/1以降 

貸出継続

・森下古銭出土地 古瀬戸[瓶子]、 

・森下古銭出土地 銭貨94枚、 

・伝佐渡沖海底 珠洲焼[壺] 

（畠山佑二コレクション）、 

・華報寺墓跡 珠洲焼[壺] 

（畠山佑二コレクション） 

新潟市文化財センター

での展示 

新潟市 

文化財 

センター 

3/31 

※貸出期間は 

4/1～R4.3/31 

オオヒシクイ剥製 

（アクリルケース入り） 

水の駅「ビュー福島

潟」での展示 

水の駅 

「ビュー

福島潟」 

 7/30 

・松影D遺跡出土 土器 5点 

・馬見坂遺跡出土土器･土製品 15点 

企画展「倭国大乱～律

令国家成立までの越後

平野」での展示、印刷

物等への掲載 

新潟市 

文化財 

センター 

8/15 

・高森神楽のお頭 

・｢モントオシ（山口賢俊氏撮影）｣、

｢コヤシまき（植木克夫氏撮影）｣ 

等の写真10点

企画展「むかしのくら

し展 新潟のくらしと

年中行事」での展示、

印刷物等への掲載 

新潟市歴

史博物館 

９ 北区の文化財（指定文化財ほか）の調査整理・公開活用・保護 

(１) 調査整理 

・木崎村小作争議１００周年事業にかかる調査（「１０ 特色ある区づくり事業」 

(２) 公開活用 

 ・郷土芸能発表会（博物館まつり）（再掲） ………博物館まつりの中止に伴い中止 

・文化財等説明板の修繕 

(３) 保護育成 

・くん蒸処理（収蔵資料等）（再掲） 

・県指定天然記念物「高森の大ケヤキ」、市指定天然記念物「大久保の大ケヤキ」に関する

対応 

・「看板（無産農民学校西入口）」（市指定文化財）の修復（項目１０を参照） 
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10 特色ある区づくり事業「木崎村小作争議100周年事業」  

（令和２～４年度の３ヵ年事業の２年目） 

木崎村小作争議は、農民が自らの生活の改善を目指した運動で、大正から昭和初期の農民

運動として全国的にも知られている。令和４（2022）年度がその100周年にあたることから、

この運動が北区で起こったことを再認識してもらうことを目的として実施するもの。

あわせて、次世代に引き継ぐために、劣化の進んでいる歴史資料の修復を行う。

【令和２年度】 

・令和４年度の 100 周年に開催する企画展で展示予定の「看板（無産農民学校西入口）」

（新潟市指定文化財）の修復を行うために、看板の状態調査を東北芸術工科大学へ委託

し、調査を行った。 

・県立文書館等で木崎村小作争議に関する歴史資料の所在確認調査を行った。 

【令和３年度】（計画） 

 ・「看板（無産農民学校西入口）」の修復を東北芸術工科大学に委託。修復作業は９月～

１２月を予定。 

 ・企画展のための準備（資料調査・選定、広報印刷物・パンフレットの作成、パネル制

作など） 

【令和４年度】（計画） 

・企画展「木崎村小作争議100周年展（仮称）」と、その関連事業として、講演会とゆか

りの地を巡るバスツアーを開催。企画展では、修復した看板を展示公開。 

・企画展終了後は、企画展のまとめ・講演会の報告・修復の報告等をまとめた記録集を

作成。 



- 9 - 

木崎村小作争議１００周年展（仮称）開催要項 （案）

１ 企画展名  木崎村小作争議１００周年展（仮称）

２ 趣旨

北区の歴史の中でも特徴的な出来事である木崎村小作争議は、農民自らが生活の改善  

を目指した運動で、大正から昭和初期の農民運動として全国的にも知られている。

令和４年度がその100周年にあたるため、新潟市指定文化財「木崎小作争議関係資料」

等を展示・公開し、今一度、農民運動として全国的に有名な出来事が北区において起こ

ったことを再認識してもらう機会として市民に広く紹介する。

３ 会期  令和４(2022)年５月２８日（土）～７月１８日（月・祝）

４ 会場  新潟市北区郷土博物館 展示ホール・集会室

５ 主催  新潟市北区・新潟市北区郷土博物館

６ 入館料 無料

７ 主な展示資料（案）

・小作側関係

文書資料は、当館所蔵「阿部助哉寄贈文書」（市指定文化財）

木製看板「無産農民学校西入口」（令和３年度に修復した文化財の公開） など

  ・地主側関係

眞嶋桂次郎（天楽）書（業をいそしむ民の心こそ すめらの国の宝なりけれ、掛軸）

     眞嶋桂次郎作成、葛塚町山田巳三次・石井政次あて書状（藁細工の原料について）

（「嘉山・石井家文書」1329）
    真島家小作人組合規約（「阿部助哉寄贈文書」）

     県立文書館所蔵の地主関係の文書       など

８ 関連講座

（１）講演会  演題・講師・日時  未定

会場  新潟市北区郷土博物館 集会室

定員  30名（申込要）

（２）バスツアー（マイクロバスで木崎村小作争議のゆかりの地を巡る見学会、半日） 

日時   未定

見学地  木崎村小作争議50周年記念碑（無産農民学校西入口跡）、 久平橋、
鳥屋浦事件の現場、 「濁川校」門柱（濁川小学校・眞嶋桂次郎揮毫）、

阿部半雅翁碑（松枝神社・篆額が眞嶋桂次郎揮毫） など

定員   20名 （コロナの影響がある場合はその定員）

講師   当館職員ほか




